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論　　文　　の　　要　　旨

（1）研究の意義伺目的

　　持久的運動の成就に関与する身体的制隈因子のうちラ生理的変量ラ形態的変量。またはこれら

　の複合的変量としての運動能カに関する研究は少くない。しかしラこれらの研究のすべてがヨ個々

　の各変量と持久的運動の成就との関連をヨそれぞれ独立に検討しているものであった。したがっ

　てヨ持久的運動の最適単一変量及び最適変量群として様々な見解が示されておりヨー致した見解

　が見出されてはいない。かかる事情と事人間の運動成就のすべてにヨ人問の諸々の属性ヨ変量の

　多くのものが程度の差はあるが関与していると考えられヨ単一変量によって運動が成就されると

　は考えられない。この事実から本研究は官これまでの研究で持久的運動の成就に有意な関与を示

　すと考えられる呼吸1循環機能変量ヨ形態変量をとりあげ里持久的運動成就として中画長距離走

　をとりあげラ前述の諸変量の各々ヨ変量群の各々の持久的運動成就への相対的関与度を検討せん

　とした。さらに争これらの検討から持久的運動とくにヨ中1長距離走能力の向上に基礎となる身

　体的変量を見出し雪持久的運動成就能カトレーニングに役立たせることを目的とした。

（2）方　　　法

　　詳細な文献研究から、形態変量として身長ヨ体重害胸囲う上腕囲等15変量ヨ身体組成変量とし
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　て皮下脂肪厚等五2変量、心臓形態変量として心臓正面ヨ側面のX一線像により30変量ヨ換気能力

　変量として肺活量雪最大換気量等15変量ヨ安静時呼吸1循環機能変量として心拍数，一回拍出

　量雪心拍出量等15変量，およびラ最大下作業時呼吸㊥循環機能変量10ヨ最大作業時呼吸循環機能

　変量亙6、心機能（左室収縮時相）変量12。無酸素的作業閾値変量22ラ最大酸素負債能カ変量3の

　計150変量をとりあげた。これらの変量を大学生ヨ高校生陸上競技（中1長距離走）部員11盗名

　　（測定実施当時選手として活躍している者のみ）に1978年7月から1982年3月までの約4年に

　わたって実施しヲ資料とした。これらの変量の測定方法を厳格に検討し、とくに循環機能の測定

　方法については里方法の変遷を検討して、正確性と実施可能性を考慮して最適と考えられる方法

　を採用している。かつ、出来うる限り’、測定値の信頼度を測定値の安定性の立場から検討し，資

　料の信頼性を評価している。

　　得られた資料を因子分析。重相関分析等の多変量統計解析方法を用いて分析した。

（3）結果と考察

　　得られた資料から，800m．1500m．5000m，10，000㎜の成績（各個人の測定実施日前後6か

　月以内での最高成績）との相関ヨおよび条件変量相互問の相関を検討し争とくに害条件変量相互

　間の相関行列に因子分析を適用して各種変量群をさらに変量下位群に分類し，各変量下位群毎に

　持久的運動成就との関連をもって評価しヨ800mと1500mは長育変量群とラ亙O，000mは幅育変量

　群に形態変量群の中では相対的に高い関連をしめていることを見出している。同様に換気能カ変

　量群では体表面積当りの肺活量雪体表面積当りの最大換気量の2変量によって5000㎜と10，000m

　走の分散の比較的多くが説明できることを見出している。安静時呼吸循環機能変量群では。800

　m害1500m雪5000m走とは座位心拍数がヨ10，000m走とは酸素摂取量がそれぞれもっとも高い相

　関を示していた。これら各変量群毎に変量下位群を見出して、変量の群化を行いヨ各変量下位群

　との持久的運動成就との重相関係数の検討を行っている。これらの統計的処理からヨ800m走運動

　成就は400m走の成績と最大酸素負債量の2変量とO．830と高い重相関係数を示し、かつ、形態5

　変量によっても0，876の高い重相関係数を得ている。かつヨ条件変量の関与度を相関係数の2乗

　の100倍で評価し。800m走運動成就は雪上記2変量で69．6％が，また形態5変量で76．7％が説

　明され得るとしている。しかしヨAT－V○。m、。とV○。㎜、の2変量では36．1％しか説明できないこ

　とを見出している。1500㎜走ではAT－V○。㎜。とV○。㎜、の2変量で64，O％ヨVO。㎜。とVEm、。で

　41，！％、と種々の2変量の組合せで関与度を評価しながら最適な2変量の組合せを検討している。

　5000m走ヨ10，O00m走についても同様に検討しヨAT－V○。㎜。。とVO。。。。が5000m走では63．

　5％雪！0，000m走では72．O％の関与度を示すことを見出している。かつヨ800m走で最大の関与度

　を示した400m走の成績と最大酸素負債量の2変量の関与が1500m走ヨ5000m走ではヨ33，8％，

　15，1％に減少し害亙0，000㎜では全く関与度が評価できないほど低い事を見出している。

　　このようにして，800m走とヨ1500m以上の持久的運動に対する関与変量及びその関与度の差異

　を明らかにしヨ運動の質的差異を示している。

　　以上の関与度の検討から菅持久的運動成就は条件変量の一次結合を仮定した場合60～70％の予
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が可能である事を見出し，本研究でとりあげた走運動成就の予測式を作製している。すなわちヨ

800m走では身長ヨ体重、胸囲ヨ脚長ラ大腕囲の5変量で重相関係数O．876でありラ400㎜走の成

績と最大酸素負債量の2変量で0，830であることからヨ形態要素の組合せがもっとも重要な制限

因子となっているとしている。1500m走ではVm、。ラAT－V○。m、、（㎜1／㎏／min）とV。。の3変量で

O．916．5000m走ではAT－VO。㎜。、（㎜1／㎏／min），V○。㎜、（1／min）ヨAT－vO。（1／min）でO．

841，10，000m走ではAT－V○。（㎜1／min），V○。m、、（1／min）ヲAT一％HR㎜、ラVE㎜、の4変量

で0，861であることを見出しヨ1500m以上では呼吸画循環機能変量の組合せがもっとも重要な制

限因子となっている事を明らかにしている。

　最後にヨ以上の考察から重要な関与をしめすと考えられた変量の妥当性をさらに検討するためラ

21名の長距離選手に10か月問の持久性トレーニングを実施しヨその結果ヨ1500m，5000m，10，

O00m走の運動成就成績とラ重要と考えられた条件変量の両者においてヨ有意な向上変化が見られ

た事を示し，本研究で抽出せられた諸変量の持久的運動成就に対する重要性の妥当性（COnC岨rent

Va1i砒y）を検証している。

審　　査　　の　　要　　旨

　これまでに報告された持久的運動成就に対する多くの制隈因子のうちう形態ラ呼吸画循環機能ラ

身体組成の3領域因子をとりあげヨ各々の変量は相互に関連しながらラ運動成就に関与していると

する現象により忠実な見方からラ多変量統計解析の手法を用いて，これらの変量の相対的関与度を

評価し，かつラ複数変量をもって持久的運動成就を説明することによってヲより説明力の高い変量

群を見出している。これらの変量の選択に当ってはヨ各変量群毎に因子分析を行いヨー方，測定方

法についても詳細な検討を行いラ妥当性ラ信頼性を厳格に検討している。この様なラ厳格さは本研

究の成果の合理性と妥当性を高めるものとなっている。800m走運動と1500m以上の長距離走運動

とでは関与する変量の相対的関与度の明白な差のある事ラ各持久走運動成就が複数この変量で十分

な精度で予測が可能であることラ等々の新しい知見の多くを被検者と変量の両標本を適切に考慮し

ながらヨ統計的処理に堪え得る様に資料を確保してラ導いている点はラ従来これに類した研究では

見られなかった点である。かつラ生理学的変量を統計的処理に堪えるほどの標本を用いた研究もま

たヨこれまではきわめて少く。それだけ本研究は持久的運動成就に関与する条件変量の整理に大い

に役立つ成果を挙げているといえる。さらに，ここで得られた知見の多くが直ちに運動練習場面に

応用可能であると考えられヨ実際的価値の高い成果をあげている。しかし、いささか，統言十的処理

の繁雑さが見られなくはないが，それもラ推論の客観性を保証させようとするためのものでありヨ

本研究の評価を低めるものとはなっていない。またラ得られた結果についてヨ生理学的立場からの

解釈をなお一層深めれば，本論文の価値が高まると考えられる点もあるがラこれはヨ今後の研究の

課題としてラ期待する事が適当と考えられ，本研究の成果は，本人およびこの領域における今後の
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研究に多くの価値ある示唆を与えているといえる。

　よって。著者は教育学博士の学位を受ける十分な資格を有するものと認める。
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